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オープンコアプロトコル（OCP: Open Core Protocol）は、システムレベルの統合という現代の課題に対処した、初めての
オープンライセンス方式のコアセントリックなプロトコルです。OCPは、サブシステム間のオンチップ通信のための、効率
的で、バスに依存しない、コンフィギュラブルな極めてスケーラブルなインターフェースを総合的に定義しています。幅広
い業界のサポートや協力により、OCP International Partnership（OCP-IP）は、現在2.2バージョンの仕様を提供しており、
超高性能マルチスレッド、同期プリミティブ、およびシングルリクエスト/マルチプルデータトランザクションなど、ますま
す重要になりつつある分野における機能をさらに拡張しています。OCPデータ転送モデルは、パイプラインリクエスト－レ
スポンスを介した単純なリクエスト－グラントハンドシェークから、複雑なアウトオブオーダーの操作まで多岐にわたって
います。

従来のIPコアを容易にOCPに適合できる一方で、新しい実装においては拡張機能を最大限に利用することが可能であり、設
計者はコアの固有データ、制御、およびテスト構成を含んだ機能と信号を選択するだけです。OCPを使用したコアの定義は
、システムの統合記述を完全にカプセル化しているため、再処理することなくコアとテストベンチの再利用が可能になりま
す。OCPは、コア開発者やシステムオンチップ（SoC: System-on-Chip）インテグレータの設計責任を明確に記述するだけ
ではなく、検証技術者と自動化ソフトウェアの定義を明確に分離する手がかりも定めています。

� 小セットの必須信号に広範囲の任意信号を追加
� 単方向の同期信号により、実装、統合、およびタイ

ミング解析の簡素化が可能
� アドレスとデータのワード幅を設定可能
� サイドバンド信号を取り込むための構造化手法。高

度なフロー制御、割り込み、パワーコントロール、
デバイスコンフィギュレーションレジスタ、テスト
モードなど

� スループット向上のため、任意の深さまで転送のパ
イプライン化が可能

� 効率性向上のためのバースト転送のオプション
� 複数の同時転送でスレッド識別子を使用することに

よりアウトオブオーダー実行を実現
� 接続識別子によってエンドツーエンドのトラフィッ

ク識別を提供することで特異なサービス品質などを
実現

� 同期プリミティブにアトミックテストセット、遅延
同期、およびノンポステッドライトコマンドを組込
み

� OCPは、 VSIAのVirtual Component Interface（VCI

）の機能的なスーパーセットで、設定可能なサイド
バンドやテストハーネス信号を含んだプロトコルオ
プションを追加

機能機能機能機能
OCPは、システムアービトレーションやアドレスマップなど
を制限することなく、コアのすべての特性を取得します。

特長特長特長特長
OCPは、IPコアの再利用を促進し、 SoC設計の設計時間、
リスク、および製造コストを低減します。また、相互接続
トポロジや他のアプリケーション固有の統合選択を事前に
取り込むことなくIPコアのインターフェース接続だけに重
点を置いています。
� システムアーキテクチャやアプリケーション領域に依

存しないIPコアの作成が可能
� すべてのコア間通信を記述
� コアが必要とする機能だけをOCPインターフェース内

に構成することによりダイエリアを最適化
� タイミングカテゴリを指定することにより、コアの相

互接続性を保証
� 迅速なプラグアンドプレイのIP統合化を促進

単一プロトコルの単一プロトコルの単一プロトコルの単一プロトコルのOCPにより、コア信号の全スペクトルにより、コア信号の全スペクトルにより、コア信号の全スペクトルにより、コア信号の全スペクトル
のののの

処理が可能処理が可能処理が可能処理が可能
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SDRAMコントローラコントローラコントローラコントローラ オープンコアプロトコルの規格書
は、以下のURLを参照してくださ

い。www.ocpip.org

� 業界全体でサポートされる、オープンなデファクト スタ
ンダード

� インターフェースプロトコルの（再）定義、検証、文書化
、およびサポートなど継続的なタスクを解消

� 容易に適合し、コアの新機能をサポート
� テストベンチの移植性により、（再）検証を簡素化
� コア強化のためのテストスイートの修正を制限
� 任意のバス構造またはオンチップネットワークを接続
� 業界標準の柔軟性と再利用を実現
� ポイントツーポイントプロトコルにより、2つのコアの直

接接続が可能

利点利点利点利点
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OCP-IP®についてについてについてについて
OCP International Partnership Association, Inc.（OCP-IP）は、独立した非営利の半導体産業団体で、オープンコアプロトコル（OCP:

Open Core Protocol）のサポート、促進、および強化を遂行するために設立されました。OCPは、完全に支援されたオープンライセンス方
式の、半導体IP（intellectual property: 半導体設計資産）コアのための初めての総合的なインターフェースソケットです。OCP-IPの任務は
、システムオンチップ（SoC: System-on-Chip）製品でのIPコアの再利用に共通する設計、検証、およびテストに関連する問題に対処する
ことです。OCP-IPは、メンバー（IPコアプロバイダ、集積デバイス製造業者、システム会社、EDAプロバイダ、およびデザインハウス）
による年会費によって運営されています。VSIA（Virtual Socket Interface Alliance）は、OCPソケットを推奨しており、OCP-IPはVSIアラ
イアンス（VSI Alliance）のAdoption Groupです。

OCP-IP Association, Inc.  3855 SW 153rd, Beaverton, Oregon 97006 USA

Tel: 1-503-619-0560 Fax: 1-503-644-6708 E-mail: admin@ocpip.org URL: www.ocpip.org

サイドバンド信号の拡張サイドバンド信号の拡張サイドバンド信号の拡張サイドバンド信号の拡張 カスタム信号
� コア固有のユーザー定義信号

� システムのイベント信号（例: 割り込み、エラー通知）
� 2つの同期リセットの定義: 「マスターからスレーブ」およ

び/または「スレーブからマスター」
� データ転送の調整（例: 高度なフロー制御）

� デバッグとテストのインターフェースの拡張
� 構造化されたフルまたはパーシャルスキャンのテスト環境

をサポート
� 事前に設計されたハードコア、またはエンドユーザーが挿

入したソフトコアのための内部スキャン手法に関するスキ
ャン

� クロック制御を使用して複数のクロックドメインを含んだ
スキャンテストとデバッグを実現

� IEEE 1149 によるJTAG Test Access Port付きのコアのサ
ポート

� MIPS®、ARM®、TI® DSP、SPARC™などのコアに対する
JTAG-およびEnhanced-JTAGベースのデバッグ

複雑な拡張複雑な拡張複雑な拡張複雑な拡張コンカレンシーサポート
� スレッド識別子により以下を実現

� インターリーブバーストトランザクション
� トランザクションのアウトオブオーダー実行
� 特異なサービス品質

� スレッドの厳密なフロー制御定義によりノンブロッキングを保
証

� 接続識別子により以下を実現
� エンドツーエンドシステムのイニシエータの識別
� システムターゲットによるサービスの優先管理

� タグ付けによって、out-of-order トランザクションのフロー制御
が共有されます

簡簡簡簡単な拡張単な拡張単な拡張単な拡張性能
� グループ関連の転送を1つの完全なトランザクションにバースト
� バーストトランザクションのサポート

� シーケンシャル（厳密な長さまたは不定の長さ）
� ストリーミング（例: FIFO）
� コア固有（例: キャッシュライン）
� 長いバーストを分割制御
� 2 次元ブロック シーケンス

� パイプライン（データの前のcmd/add）書き込み
� 整列された、またはランダムなバイトイネーブル命令
� リードおよびライトデータのフロー制御
� マルチアドレスセグメントのターゲット用のアドレス空間定義
� シングルリクエスト/マルチプルデータまたは1つのデータフェー

ズにつき1つのコマンド

OCPの基本的なの基本的なの基本的なの基本的な相互接続性
� 単方向信号によるマスター/スレーブのインターフェース
� OCPクロックの立ち上がりエッジで駆動およびサンプリング
� 完全同期で、マルチサイクルのタイミングパスがない
� 全信号が完全にポイントツーポイント（クロックとリセットは除

く）
� 単純な要求/応答プロトコル

� あらゆるクロックサイクルでデータ転送をサポート
� マスターまたはスレーブによって転送速度を制御可能

� 以下に示すコア固有のデータとアドレスのバス定義
� バイトおよび非バイト指向のデータバス
� リード専用およびライト専用のインターフェース
� 帯域内データのタグ付けI（パリティ、EDCなど）
� 帯域内コマンドのタグ付け（プロトコル拡張など）

� ノンポステッドライトを含むパイプラインコマンドやブロッキン
グコマンド

� セキュリティ アクセス許可を要求に組み込むことができます
� コアの特性、インターフェース（信号、タイミング、構成）、お

よび性能を表すための、明確に定義された言語フォーマット
� タイミングカテゴリの仕様

� レベル2 – 最も厳しい、最高性能のインターフェースタイミ
ング

� レベル1 – 容易に統合を得るための従来のタイミング
� レベル0 – タイミングを規定しないプロトコル（シミュレー

ション/検証ツールに特に有効）

CoreCreator®

OCP-IPは、 OCP互換のコアの構築、シミュレーション、検証、お
よびパッケージングのタスクを自動化するためのEDAツール
CoreCreatorをメンバーに提供しています。また、CoreCreatorは、
OCP仕様への準拠性を保証するプロトコルチェッカーを提供してい
ます。コアモデル、タイミングパラメータ、合成スクリプト、検証
スイート、およびテストベクトルを統合することで、 IPコア製品を
完全にコンポーネント化することができます。


